
2023年度神奈川県病院協会事務長部会調査について 

１ 調査件名 

二次救急病院輪番実施体制に対する市町村による支援等について 

２ 調査目的 

 持続可能な病院経営と地域医療体制の確保を図るため、今後実施される  

「医師の働き方改革」や、今般の物価・人件費の高騰といった県内保健医

療を取り巻く厳しい状況に対応し、県内各地域での二次救急医療に対する

市町村の支援内容について調査を実施した。 

３ 調査内容 

（１）二次救急病院輪番の概要

・実施体制（市町村単独、市町村合同 等）

・参加病院数、対象診療科

・市町村からの支援方法（補助、委託）

（２）補助関係

・要綱の有無、事業開始年度

・市町村からの補助先（地区病院協会、地区医師会、直接病院等）

・補助金額の推移

・各病院への補助額の算定方法（平日夜間、休日等の単価等）

（３）委託関係

・委託契約の有無、事業開始年度

・市町村からの委託先（地区病院協会、地区医師会、直接病院等）

・委託金額の推移

・各病院への委託額の算定方法（平日夜間、休日等の単価等）

（４）新型コロナウィルス感染症蔓延期間における市町村支援の増減額の状況

（５）最近の物価高騰・人件費増嵩における市町村支援の増減額の状況

（６）「医師の働き方改革」後（2024年 4月以降）の市町村による二次救急体

制支援に対する市町村の現時点の考え方・意向及び市町村の考え方・意向

に対する貴地区病院協会の対応 

（７）自由意見

※ この調査は各地区病院協会に対して実施したもので、直接各市町村に

確認したものではないので、調査結果の取扱いにはご配慮お願いします。 

神病理２３０９０５



取扱注意
（P1～P4）調査項目1～4：輪番体制、 5～9： 補助関係

２　二次救
急輪番体
制への参
加病院数

６　補助
事業の
開始年
次

市町
村
単独

市町村
合同

合同してい
る市町村名

輪番実
施なし

病院数 一般 小児
その
他

その他の
診療科名

補助 委託 有 無 開始年次
地区
病院協
会

地区
医師会

直接
病院

その
他

その他の
場合の補
助先

2023年度 2022年度 2021年度 2020年度 平日夜間 土曜日
日曜
日・休
日

公益社団
法人横浜
市病院協
会

横浜市 ○ 31 ○ ○ ○ ○ 1,975 ○ 132,478 112,081 111,665 117,563

１）体制確保費として（輪番１回あたり）、
内科・外科・・・150,000円　［年末年始

加算］62,600円
　　小児科・・・・・・100,000円　［年末年
始加算］62,600円

※内科・外科の輪番病院の体制確保費は、
500万円を上限とする。
２）救急患者受入実績に応じた奨励費（申請年
の1月から12月の横浜市消防局による救急搬送
人員に応じた補助）

・・・1,000件以上　300万円
750件以上　200万円
500件以上　100万円

３）輪番参加に伴う医師賠償責任保険料に係る
経費　（内科・外科）42,000円

（小児科）25,000円
※二次救急拠点病院及び輪番病院（内科・外
科）が小児科輪番に参加した場合、50,000円と
する。

川崎市病
院協会

川崎市 ○ 24 ○ ○ ○ ○ 1978 ○ 49,870 49,728 49,656 49,728

一般(外科内科)・小児ともに、市内を2地区に
分け、各地区1病院を当番病院とする。
1回当たりの単価（補助要綱の額）を配布。
夜間輪番　17時～翌日9時
単価　休日・年末年始加算無
一般(内科・外科)　　71,040
小児 141,460

小児開始年次　2002年
小児補助金の推移
2023年度　100,153
2022年度 　 99,870
2021年度  　99,870
2020年度     99,870

　調査

　項目

地区

病院

協会名

市町村名

１　二次救急病院輪番実施体制
（該当項目に「〇」）

３　二次救急輪番体制の対
象診療科
（該当項目に「〇」）

４　市町村
からの支援
方法
（該当項目
に「〇」）

2023年度　神奈川県病院協会事務長部会調査＜二次救急病院輪番実施体制に対する市町村による支援等について＞集計結果

７　市町村等からの補助先

（該当項目に「〇」）

５　補助
要綱の有
無（該当
項目に
「〇」）

８　補助金の推移（単位：千円）

９　各病院への補助額の算定方法
（具体的に記載してください。各区分ごとの単価の
ある場合は「円」単位で記載してください。）

単価
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取扱注意
（P1～P4）調査項目1～4：輪番体制、 5～9： 補助関係

２　二次救
急輪番体
制への参
加病院数

６　補助
事業の
開始年
次

市町
村
単独

市町村
合同

合同してい
る市町村名

輪番実
施なし

病院数 一般 小児
その
他

その他の
診療科名

補助 委託 有 無 開始年次
地区
病院協
会

地区
医師会

直接
病院

その
他

その他の
場合の補
助先

2023年度 2022年度 2021年度 2020年度 平日夜間 土曜日
日曜
日・休
日

　調査

　項目

地区

病院

協会名

市町村名

１　二次救急病院輪番実施体制
（該当項目に「〇」）

３　二次救急輪番体制の対
象診療科
（該当項目に「〇」）

４　市町村
からの支援
方法
（該当項目
に「〇」）

2023年度　神奈川県病院協会事務長部会調査＜二次救急病院輪番実施体制に対する市町村による支援等について＞集計結果

７　市町村等からの補助先

（該当項目に「〇」）

５　補助
要綱の有
無（該当
項目に
「〇」）

８　補助金の推移（単位：千円）

９　各病院への補助額の算定方法
（具体的に記載してください。各区分ごとの単価の
ある場合は「円」単位で記載してください。）

単価

相模原市
病院協会

相模原市 ○ 12 ○ ○

内科系、
循環器
系、消化
器系、
産婦人
科、外科
系

○ ○ ○

2009
※相模原
市医師会
から当協
会へ事業
移管

○ 240,355 238,682 239,016 239,517

【外科補助単価】
・平日（17:00～翌9:00)561,330円
・土曜日（13:00～翌9:00)685,980円
・休日（9:00～翌9:00)834,840円
・連休(9:00～翌9:00)1,043,370円
・年末年始(9:00～翌9:00)1,519,830円

三浦半島
病院会

横須賀市 ✕ ○

横須賀市・
逗子市・三
浦市・葉山
町

✕ 9 ○ ○ ✕ ○ ✕ ○ ✕ 1982 ✕ ○ ✕ ✕ 未定 26,329 26,089 24,896

鎌倉市医
師会病院
会

鎌倉市 ○ ✕ ✕ 7 ○ ✕ ✕ ✕ ○
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取扱注意
（P1～P4）調査項目1～4：輪番体制、 5～9： 補助関係

２　二次救
急輪番体
制への参
加病院数

６　補助
事業の
開始年
次

市町
村
単独

市町村
合同

合同してい
る市町村名

輪番実
施なし

病院数 一般 小児
その
他

その他の
診療科名

補助 委託 有 無 開始年次
地区
病院協
会

地区
医師会

直接
病院

その
他

その他の
場合の補
助先

2023年度 2022年度 2021年度 2020年度 平日夜間 土曜日
日曜
日・休
日

　調査

　項目

地区

病院

協会名

市町村名

１　二次救急病院輪番実施体制
（該当項目に「〇」）

３　二次救急輪番体制の対
象診療科
（該当項目に「〇」）

４　市町村
からの支援
方法
（該当項目
に「〇」）

2023年度　神奈川県病院協会事務長部会調査＜二次救急病院輪番実施体制に対する市町村による支援等について＞集計結果

７　市町村等からの補助先

（該当項目に「〇」）

５　補助
要綱の有
無（該当
項目に
「〇」）

８　補助金の推移（単位：千円）

９　各病院への補助額の算定方法
（具体的に記載してください。各区分ごとの単価の
ある場合は「円」単位で記載してください。）

単価

湘南病院
協会

藤沢市 ○ 11 ○ ○ ○ 1978 ○ 88,426 88,045 85,676 80,515

所定の当番枠の実施実績に応じ、半期ごとに集
計して補助額を算定し医師会より各病院の指定
口座へ振り込みを行う。
当番枠についてはあらかじめ定められたロー
テーションにより暦通りとし、12月30日～１月
３日は年末年始期間として休日扱いとする。
各枠とも外科・内科各１箇所が当番にあたり、
同一の病院が同日の内科と外科を兼務すること
も可。その場合は２か所分の補助額が算定され
る。

平日夜間
（２０時
～翌８
時）単価
90,000円

土曜昼
間（１
３時～
１８
時）単
価
30,000
円
土休日
夜間
（１８
時～翌
８時）
単価
140,600
円

休日昼
間（９
～１８
時）単
価
50,000
円
土休日
夜間
（１８
時～翌
８時）
単価
140,600
円

湘南病院
協会

茅ヶ崎
市・寒川
町

○

湘南西部
病院協会

平塚市 ○
平塚市・大
磯町・二宮
町

4 ○
内科・外
科

○ ○ 2006 ○ 19,137 32,814 29,980 28,649
単価×日数で計算。
連休時は別途連休加算あり。

92,300 168,900 168,900

厚木病院
協会

厚木市 ✕ ○
厚木市、愛
川町、清川
村

4 ○ ○ ○ ? ○ 57,755 57,282 57,338 57,282

補助金の分配の仕組み

第１当番の週1回あたりの金額　＝　厚木市補
助金総額　ー（第２当番日数×3000円）　/　6
日（月～土）
週に２回、1.5回の第１当番をする病院はその
割合で増加させる

第２当番の金額　　日数×＠3000円/回
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取扱注意
（P1～P4）調査項目1～4：輪番体制、 5～9： 補助関係　　　

２　二次救
急輪番体
制への参
加病院数

６　補助
事業の
開始年
次

市町
村
単独

市町村
合同

合同してい
る市町村名

輪番実
施なし

病院数 一般 小児
その
他

その他の
診療科名

補助 委託 有 無 開始年次
地区
病院協
会

地区
医師会

直接
病院

その
他

その他の
場合の補
助先

2023年度 2022年度 2021年度 2020年度 平日夜間 土曜日
日曜
日・休
日

　　調査

　　項目

地区

病院

協会名

市町村名

１　二次救急病院輪番実施体制
（該当項目に「〇」）

３　二次救急輪番体制の対
象診療科
（該当項目に「〇」）

４　市町村
からの支援
方法
（該当項目
に「〇」）

2023年度　神奈川県病院協会事務長部会調査＜二次救急病院輪番実施体制に対する市町村による支援等について＞集計結果

７　市町村等からの補助先

（該当項目に「〇」）

５　補助
要綱の有
無（該当
項目に
「〇」）

８　補助金の推移（単位：千円）

９　各病院への補助額の算定方法
（具体的に記載してください。各区分ごとの単価の
ある場合は「円」単位で記載してください。）

単価

大和高座
病院協会

大和市 ○ 5 ○
成人内科
のみ

○ 〇 ○ 6,946 6,969 5,989 6,902

平日・休日単科×輪番当番日数（年間）　　※
この他に救急搬送受入れ補助（大和市民の搬送
のみが対象）として、前年度受入れ実績に対し
て補助あり

89,100 110,900

大和高座
病院協会

座間市 ○

海老名市、
座間市、綾
瀬市、小児
は、プラス
大和市

6 ○ ○ ○ ○
13,570
上期のみ

31,270 31,040 27,200

・平日・土曜  18：00～翌08：00
・日曜・祝日  08：00～翌08：00

・応需の患者数により変動

・2023年上期の算定例
平日：33回×18万円＝594万円
土曜：10回×23万円＝230万円
日祝：13回×41万円＝533万円
計 1,357万円

180,000 230,000 410,000

大和高座 海老名市 ○ ○

海老名市、
座間市、綾
瀬市、大和
市（小児の
み）

3 ○ ○ ○ ○
32,642
上期のみ

67,491 67,350 72,106

・平日・土曜  18：00～翌8：00
・日曜・祝日  8：00～翌8：00

この他に当番病院が患者多数などの理由により
一時的に応需できない場合の予備当番の対価も
あるが、応需した患者数により変動する。

180,000 180,000 360,000

　小田原
医師会病
院会

小田原市 ○

小田原市、
南足柄市、
中井町、
大井町、
松田町、
山北町、
開成町、
箱根町、
真鶴町、
湯河原町

10 ○ ○ ○ 1982 ○ 52,628 101,528 101,128 102,628 100,000 100,000 200,000
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取扱注意

公益社団
法人横浜
市病院協
会

横浜市

川崎市病
院協会

川崎市

　調査

　項目

地区

病院

協会名

市町村名

（P5～P8）調査項目10～14：委託関係、15～16： コロナ、物価高騰対応等　

11　委託
事業の開
始年次

有 無 開始年次
地区
病院協
会

地区
医師会

直接
病院

その
他

その他の
場合の委
託先

2023年度 2022年度 2021年度 2020年度
平日夜
間

土曜
日

日曜
日・休
日

増
額

具体的内容 減額
具体的
内容

変更
なし

増額 具体的内容 減額
具体的
内容

変更
なし

○ ○

夜間帯や休日等の患
者受入れにより、特
に影響が大きい救急
医療体制参加医療機
関に対しての支援金
（稼働病床１床当た
り17,000円）
ただし、令和５年上
半期のみ。下半期は
全病院に対して支援
（10,000/床）

○ 68,441 67,503 67,503 67,503

市内を２地区に分け、各地区に一般（内
科・外科）1病院、小児１病院を当番病
院とする。
1回当たりの単価（契約金額）を配布。
213,080円にプラス消費税で合計234,388
円（税込）

213,080 ○ ○

14　各病院への委託額の算定方法
（具体的に記載してください。各区分ごとの
単価のある場合は「円」単位で記載してくだ
さい。）

単価
15　新型コロナウィルス感染症蔓延期間における市
町村支援の増減額の状況

16　最近の物価高騰・人件費増嵩における市町村
支援の増減額の状況

12　市町村等からの委託先（該当項目に
「〇」）

13　委託金の推移（単位：千円）

１０　委託契約
等

の有無
（該当項目に

「〇」）

5



取扱注意

　　調査

　　項目

地区

病院

協会名

市町村名

相模原市
病院協会

相模原市

三浦半島
病院会

横須賀市

鎌倉市医
師会病院
会

鎌倉市

（P5～P8）調査項目10～14：委託関係、15～16： コロナ、物価高騰対応等　

11　委託
事業の開
始年次

有 無 開始年次
地区
病院協
会

地区
医師会

直接
病院

その
他

その他の
場合の委
託先

2023年度 2022年度 2021年度 2020年度
平日夜
間

土曜
日

日曜
日・休
日

増
額

具体的内容 減額
具体的
内容

変更
なし

増額 具体的内容 減額
具体的
内容

変更
なし

14　各病院への委託額の算定方法
（具体的に記載してください。各区分ごとの
単価のある場合は「円」単位で記載してくだ
さい。）

単価
15　新型コロナウィルス感染症蔓延期間における市
町村支援の増減額の状況

16　最近の物価高騰・人件費増嵩における市町村
支援の増減額の状況

12　市町村等からの委託先（該当項目に
「〇」）

13　委託金の推移（単位：千円）

１０　委託契約
等

の有無
（該当項目に

「〇」）

〇

2009
※相模原
市医師会
から当協
会へ事業
移管

○
（契約
額)731,5
50

(契約
額)722,5
29
(決算
額)697,3
39

(契約
額)720,2
98

(決算
額）
699,972

（契約
額)737,0
83
（決算
額)703,4
90

【補助単価】（※医師、看護師、検査技師、放射
線技師等応需体制基準があり、各々の設定単価の
合計となります。）
＜休日＞
・休日（9:00～17：00）　 〇内科210,500円、〇
循環器176,300円、〇消化器110,500円、〇小児科
197,500円、〇産婦人科305,400円
・土曜日（13：00～17:00)　 〇内科108,100円、
〇循環器91,300円、〇消化器110,500円、〇小児
科101,200円
・連休（9:00～17:00）　 〇内科259,600円、〇
循環器219,600円、〇消化器135,400円、〇小児科
247,900円、〇産婦人科379,900円
・年末年始（9:00～17:00）　 〇内科381,800
円、〇循環器338,000円、〇消化器205,900円、〇
小児科375,800円、〇産婦人科544,100円
＜夜間＞
・平日（19:00～翌9:00) 〇内科533,300円、〇循
環器274,100円、〇消化器92,500円、〇小児科
367,800円
・土曜日・休日（17:00～翌9:00)　〇内科
604,900円、〇循環器345,800円、〇消化器
110,500円、〇小児科413,700円
・連休(17:00～翌9:00)円　〇内科759,000円、〇
循環器433,200円、〇消化器135,400円、〇小児科
515,500円
・年末年始(17:00～翌9:00)　〇1,189,800円、〇
循環器670,000円、〇消化器205,900円、〇小児科
762,100円

○

・新型コロナウイルス
感染症患者等入院協力
事業
・帰国者・接触者外来
運営医療機関支援事業
（拠点診療外来運営医
療機関支援事業）
・新型コロナウイルス
感染症回復患者転院受
入医療機関支援事業
・新型コロナウイルス
感染症に関する医師派
遣事業
・年末年始等における
医療提供体制確保に係
る協力金支給事業
・初期救急医療体制運
営支援事業
・医療従事者応援事業
補助金

○

上記事
業各々
に対象
期間が
設定さ
れてい
る。

✕ ✕ ✕ ○

× 〇 ✕ ✕

〇 1977 ✕ ○ ✕ ✕ 46,672円 81,273円 81,439円 82,811円
71,250
円

午
後：
39,90
0円
夜
間：
78,37
0円

午後：
86,180
円　夜
間：
85,500
円

✕ ✕ ○ ✕ ✕ ○
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取扱注意

　調査

　項目

地区

病院

協会名

市町村名

湘南病院
協会

藤沢市

湘南病院
協会

茅ヶ崎
市・寒川
町

湘南西部
病院協会

平塚市

厚木病院
協会

厚木市

（P5～P8）調査項目10～14：委託関係、15～16： コロナ、物価高騰対応等　

11　委託
事業の開
始年次

有 無 開始年次
地区
病院協
会

地区
医師会

直接
病院

その
他

その他の
場合の委
託先

2023年度 2022年度 2021年度 2020年度
平日夜
間

土曜
日

日曜
日・休
日

増
額

具体的内容 減額
具体的
内容

変更
なし

増額 具体的内容 減額
具体的
内容

変更
なし

14　各病院への委託額の算定方法
（具体的に記載してください。各区分ごとの
単価のある場合は「円」単位で記載してくだ
さい。）

単価
15　新型コロナウィルス感染症蔓延期間における市
町村支援の増減額の状況

16　最近の物価高騰・人件費増嵩における市町村
支援の増減額の状況

12　市町村等からの委託先（該当項目に
「〇」）

13　委託金の推移（単位：千円）

１０　委託契約
等

の有無
（該当項目に

「〇」）

○

輪番制の補助要綱と
は別枠であるが、電
気、ガス等光熱費の
大幅な上昇により施
設運営に負担が生じ
ている病院に対して
藤沢市より助成金が
交付された。輪番制
に参加している１１
病院が交付対象。
（令和５年６月28日
要綱制定→９月20日
支払）

○ ○
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取扱注意

　調査

　項目

地区

病院

協会名

市町村名

大和高座
病院協会

大和市

大和高座
病院協会

座間市

大和高座 海老名市

　小田原
医師会病
院会

小田原市

（P5～P8）調査項目10～14：委託関係、15～16： コロナ、物価高騰対応等　

11　委託
事業の開
始年次

有 無 開始年次
地区
病院協
会

地区
医師会

直接
病院

その
他

その他の
場合の委
託先

2023年度 2022年度 2021年度 2020年度
平日夜
間

土曜
日

日曜
日・休
日

増
額

具体的内容 減額
具体的
内容

変更
なし

増額 具体的内容 減額
具体的
内容

変更
なし

14　各病院への委託額の算定方法
（具体的に記載してください。各区分ごとの
単価のある場合は「円」単位で記載してくだ
さい。）

単価
15　新型コロナウィルス感染症蔓延期間における市
町村支援の増減額の状況

16　最近の物価高騰・人件費増嵩における市町村
支援の増減額の状況

12　市町村等からの委託先（該当項目に
「〇」）

13　委託金の推移（単位：千円）

１０　委託契約
等

の有無
（該当項目に

「〇」）

○ ○
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取扱注意

公益社団
法人横浜
市病院協
会

横浜市

川崎市病
院協会

川崎市

　調査

　項目

地区

病院

協会名

市町村名

（P9～P12）調査項目17～19：医師の働き方改革関係、自由意見

増額
予定

具体
的内
容

増額
を検
討

具体
的内
容

減額
予定

具体
的内
容

減額
を検
討

具体
的内
容

変更
なし

要望
済み

要望
予定

特に
なし

○ ○

今回の調査は、二次輪番体制にかかるものであるが、横浜市では、拠点病院(A・B)と輪番を併
用した二次救急医療体制としており、小児も同様である。救急車の受け入れシェアは、拠点病
院が８５％、輪番が１５％となっており、市の支援を考える場合、輪番だけではなく拠点病院
に対する支援も考えなくてはならない。
さらには、横浜市は今後も高齢者が増加し、救急医療需要も増加が見込まれるが、限られた医
療資源で対応するためには、初期救急も含めた救急医療体制の構築、また救急受入病院の機能
を確保するための後方搬送の仕組みの整備も必要と考える。

横浜市病院協会では、医師の働き方改革の施行も踏まえて、令和６年度予算編成に向けて横浜
市に対し①二次・三次のみならず一次救急も含めた持続可能な救急医療体制の構築、②それぞ
れの救急医療体制に応じた適切かつ十分な補助制度の整備、③近隣自治体からの患者受入状況
を反映した補助制度の運用の見直しを要望しているが、市の対応は不明である。
医師の働き方改革の影響について、横浜市が救急医療体制参加病院に対して独自調査を実施し
たが、結果を取りまとめ中であることから、今後結果を踏まえた検討がなされるものと考えて
いる。この中で、上記の救急医療体制のあり方や、それに応じた市の支援策も検討・協議して
いきたいと考えている。

要望③については、横浜市は補助要件として横浜市消防局からの搬送を基準としているが、市
境に近い病院は他都市からの患者も受け入れているため、補助要件を満たさなくなることもあ
り得る。市としての考え方に一定の理解はするものの、市外であることを理由に救急要請を断
ることはできないため、その運用の見直しを求めたものである。横浜市消防局が市外医療機関
に搬送することも当然にある中で、管轄外からの患者受入をどのように考えるのかを求めるも
のである。

それぞれの地区での医療体制、それを踏まえた救急医療体制も状況が異なると思われる。情報
を共有しながら、より良いものにできればと考えている。

○ ○

17　「医師の働き方改革」後（2024年4月以降）の市町村に
よる二次救急体制支援に対する市町村の現時点の考え方・
意向

18　17の市町村
の考え方・意向に
対する貴地区病院
協会の対応

19　自由意見
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取扱注意

　調査

　項目

地区

病院

協会名

市町村名

相模原市
病院協会

相模原市

三浦半島
病院会

横須賀市

鎌倉市医
師会病院
会

鎌倉市

（P9～P12）調査項目17～19：医師の働き方改革関係、自由意見

増額
予定

具体
的内
容

増額
を検
討

具体
的内
容

減額
予定

具体
的内
容

減額
を検
討

具体
的内
容

変更
なし

要望
済み

要望
予定

特に
なし

17　「医師の働き方改革」後（2024年4月以降）の市町村に
よる二次救急体制支援に対する市町村の現時点の考え方・
意向

18　17の市町村
の考え方・意向に
対する貴地区病院
協会の対応

19　自由意見

✕ ✕ ✕ ✕ ○ ✕ ✕ ○

○ ○

✕ ✕ ✕ ✕ ○ ✕ ✕ ○
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取扱注意

　調査

　項目

地区

病院

協会名

市町村名

湘南病院
協会

藤沢市

湘南病院
協会

茅ヶ崎
市・寒川
町

湘南西部
病院協会

平塚市

厚木病院
協会

厚木市

（P9～P12）調査項目17～19：医師の働き方改革関係、自由意見

増額
予定

具体
的内
容

増額
を検
討

具体
的内
容

減額
予定

具体
的内
容

減額
を検
討

具体
的内
容

変更
なし

要望
済み

要望
予定

特に
なし

17　「医師の働き方改革」後（2024年4月以降）の市町村に
よる二次救急体制支援に対する市町村の現時点の考え方・
意向

18　17の市町村
の考え方・意向に
対する貴地区病院
協会の対応

19　自由意見

○ ○
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取扱注意

　調査

　項目

地区

病院

協会名

市町村名

大和高座
病院協会

大和市

大和高座
病院協会

座間市

大和高座 海老名市

　小田原
医師会病
院会

小田原市

（P9～P12）調査項目17～19：医師の働き方改革関係、自由意見

増額
予定

具体
的内
容

増額
を検
討

具体
的内
容

減額
予定

具体
的内
容

減額
を検
討

具体
的内
容

変更
なし

要望
済み

要望
予定

特に
なし

17　「医師の働き方改革」後（2024年4月以降）の市町村に
よる二次救急体制支援に対する市町村の現時点の考え方・
意向

18　17の市町村
の考え方・意向に
対する貴地区病院
協会の対応

19　自由意見

○ ○

大和市に再三、物価高騰・水高熱費値上げによる医療機関経営の困窮を伝えてきたが、
医療よりも福祉・小児・高齢者に対する補助金配分を重視するという市長方針とのこと
で、医療機関に対する市単独での支援には繋がっていない。また、来年度の輪番制につ
いて輪番を担当する市内5病院と行政・消防が集まる会議において、医師の働き方改革
の影響で宿日直許可の範囲を超えての受入れや、輪番日以外の受入れについては厳しい
との意見や、従来通りの受入れを行政として要望されるのであれば、医師の増員などに
係る費用増を行政にも支援してもらいたいとの意見を輪番病院側から意見を伝えたとこ
ろであるが、結果として来年度輪番制に関する決定は先送りとなっている上に、市の財
政が苦しいとの理由で住民健診等の委託金額も軒並み引き下げもしくは据え置く等の意
向が示されている（健診受諾金額については医師会から、消耗品等を購入するにも値上
げされている状況下で据え置くという行政の方針に反対の意向を伝えている）

○ ○
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